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外国語活動を主として行う学級担任の教師には,外国語の専門性が欠けている現状
がある｡児童-のアンケー ト調査,様々なALT活用体制の小学校での外国語活動の実
践の参観と各学級担任の教師-の聞き取り調査,および外国語活動を実践する中で,
専門性のない学級担任の教師の役割は,児童の内面を見とることであるということ,
また,外国語活動の授業づくりとして教材に対する主体的姿勢の大切さが示唆された｡
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1 外国語活動における現状と課題
(1)外国語活動の目的
外国語活動はコミュニケーション能力の素地を
養うことが目的である｡これは語 や文化の理解,
コミュニケーション-の積極的態度,外国語の音
声や表現の慣れ親しみを指し,外国語を通じ体験
的に養うよう新学習指導要領解説に示されている｡
(2)外国語活動の指導者
小学校英語-の丑畔亜勺立場が指摘する問題点の
一つとして,指導者の専門性の問題が挙げられる
(山本,2009)｡すなわち,英語の専門性を有さ
ない学級担任の教師に英語を教えられるのか,と
いう問題である｡新学習指導要領では,小学校外
国語活動の指導計画の作成や授業の実施は, ｢学
級担任の教師又は外国語活動を担当する教師｣が
行い,｢ネイテイヴ｡スピー カーの活用に努めJ,
指導体制の充実を図ることが明記されている｡英
語活動の実施体制に関する調査では,第6学年の
学級における英語活動の主たる担当者の 94%は
学級担任の教師であり,英語を担当する教師によ
るものは稀であった(平成19年度文部科学省 ｢小
学校英語活動実施状況調査結果概要｣)｡学級担任
にT.T.としてのALTが加わる体制で英語活動が実
施されていたようである｡
外国語活動においても,乱Tの活用はあったと
しても,外国語の専門性を有さない学級担任が指
導計画の作成や授業の実施にあたることになるだ
ろう｡外国語の専門性のなさに加え,外国語活動
の指導法を学ぶ機会がなかったことから,教師が
外国語活動の指導に不安を感じる場合もある(大
城 ｡直山,2008)｡
(3)指導者の問題における山形県の現状
山形県の小学校におけるネイテイヴ｡スピー カ
ーの活用の現状はどのようなものであろうか｡県
教育委員会に問い合わせたところ,本県ではどの
市町村においても,日本語以外を母国語とした外
国語を担当する方が一人以上は所属しているとい
うことであった｡しかし,雇用体制に関しては,
各市町村によってばらつきがあるようである｡月
に1回,または数ヶ月に1回程度の学校が多いと
思われるが,毎週のようにALTが訪問する学校も
ある(大江町 大石田町等)｡公立学校数に対する
乱Tの雇用人数を考えれば,現時点では,各市町
村で外国語活動すべての時間をALTが担当するこ
とは困難と言える｡
(4)本研究の目的と方法
外国語活動の目的が多岐にわたる一方,授業の
実施にあたる多くの学級担任の教師に外国語の専
門性はなく,それを補助するALTの体制は様々で
ある｡教材においては,｢英語ノート｣が全国的に
配布されているが,単純に使用すること-の疑問
がある｡本研究の目的として,そうした現状の中,
どのような授業づくりの工夫が学級担任の教師と
して必要かを検討する｡そのために,以下の3つ
の取り組みを行う｡第1に,英語活動を経験した
児童に対しアンケート調査を行い,英語活動-の
思い,どのような授業の活動が異文化,言葉(英語)
-の興味 ｡意欲につながっているのか調査する｡
次に,様々なALT活用体制の小学校で外国語活動
の実践を参観し,併せて各学級担任の教師に聞き
取り調査を行い,外国語活動における ｢外国語の
専門性｣に関する実態と課題を探る｡第3に,外
106
国語活動の実践を行い,その省察から授業者の実
感として振り返ったことを述べる｡本県の現状を
踏まえると,外国語活動の実施体制として,乱T
とのT.T.の授業,学級担任の教師のみによる授業
が考えられる｡これまでの小学校英語活動の実践
研究などでは,前者に関するものが多く,学級担
任の教師の役割について中心的に取り扱ったもの
は少ない｡本研究では後者に焦点を当て,専門性
のない学級担任の教師による,学級担任の教師の
良さを生かして行う授業づくり,また,それを充
実させるための乱Tの活用を考え,外国語活動の
授業づくりを展望する｡
2 実践と結果
(1)児童の英語活動に対する意識
①調査の目的と方法
児童の英語活動-の思いや,どのような活動が
異文化や言葉(英語)-の興味 ･意欲につながって
いるのかを調べることを目的とし,研究校として
英語活動を実施してきたA小学校において調査を
行った｡対象は,第1学年時より英語活動を経験
してきた6年生97名であり,卒業前の3月に実施
した｡調査項目を表1示した｡
②結果と考察
a)小学校英語活動-の意欲と英語-の自信
英語活動-の意欲と英語を話す自信および聞く
自信 の間に中程度の正の相関が示 された
(r=.56;.55,pく.01)｡意欲が高いほど,英語活動
の中で英語を話す･聞くこと-の自信が高かった｡
b)小学校英語活動-の意欲と異文化-の態度
の関連
意欲と異文化-の興味 ･受容との間に弱い正の
相関が示された(r=.20,pく.05;r=.32,pく.01)｡
すなわち,/J､学校英語活動に意欲的である児童は,
異文化-の興味や受容度が高い｡小学校英語の感
想(自由記述)としても,修学旅行での外国人との
交流や乱Tとの思い出が書かれていた｡これらの
結果は,外国語活動の目的の1つである ｢国際感
覚の基盤を培うこと｣に関して以下のような示唆
を与えるものである｡小学校で英語に触れ,それ
を楽しいと感じることができれば,異文化-の興
味や受容的態度が育成される｡しかし同時に,楽
しいと思えなければ,かえって異文化-の興味や
受容が損なわれる可能性もある｡
C)活動の種類-の好み
表1に示されるように,ゲームはほとんどの児
童が好む活動として選択していた｡歌やチャンツ
や,決まった言い回しの英語で会話する活動は30
-35%の児童が好んでいた｡一方,発表活動(スピ
ーチなど)は好まれていないようである｡
英語活動-の意欲の程度によって歌,チャンツ,
ゲームなどの活動-の好みが異なるかを分析した｡
英語活動を ｢すごく好き｣,｢まあまあ好き｣,｢あ
まり好きではない｣,｢好きではない｣の4群ごと
に,好きな活動の選択者数を比較した｡ x 2検定
の結果,発表活動(スピー チ)を除く,すべての活
動で意欲による活動-の好みの差が示された｡英
語活動-の意欲が高い児童群はそうでない児童群
と比較して,どの活動に対しても好む率が高かっ
た｡詳細に傾向を分析すると,英語活動が ｢すご
く好き｣群と ｢まあまあ好き｣の群でも,好きな
活動が異なる傾向があった｡ ｢すごく好き｣群は会
話する活動を好み,｢まあまあ好き｣群はチャンツ
を好んでいた｡これは ｢まあまあ好き｣群にとっ
て,単純な反復練習とも言えるチャンツは,簡単
に発音できるため,コミュニケーション活動ほど
の難易度はなく,英語に親しみやすい活動と考え
られる｡自由記述の欄には,楽しかった活動内容
として,低学年時に行った ｢スイミ-の英語劇｣
についての記述が比較的多く見られた｡印象の鮮
明さから,児童にとって魅力的な活動であったこ
とが推測される｡他教科で扱った題材,児童にと
って親しみのある題材を取り上げることの有効性
が示唆される｡担任が行う外国語活動を,他教科
と関連させる糸口が明らかになった｡
d)小学校英語活動-の意欲と中学校外国語科
に対する期待
小学校英語活動-の意欲と中学校英語-の期待
の間に中程度の正の相関が示され(r=.58,pく.01),
小学校英語活動-の意欲が高いほど,中学校で英
語を習うこと-の期待も高かった｡つまり,小学
校英語活動において外国語に対する何らかの楽し
みを自分で見出していれば,中学校における外国
語に対しても意欲的に,スムーズに移行できると
言うことが考えられる｡一方で,小学校段階で外
国語に対する意欲を失ってしまった児童は中学校
以降においても苦手意識を持ったまま行く可能性
がある｡外国語活動が中学校以降の外国語科に対
し,何らかの影響があることが明らかになった｡
また,中学校の外国語科ではどのような勉強を
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表2:英語活動アンケ- ト項目
小 意欲活動自信 1.英語活動の授業は好きですか?
① すごく好き 4ー.4%(14人) ② まあまあ好き 59.8%(58人) ③ あまり好きではない17.5%(17人) ④ 好きではない8.2%(8人)
2.これまで英語活動の中でやったことで,好きな活動は何ですか?(当てはまるもの全て)
① 歌 34.0%(33人) ② リズムに合わせて英語を繰り返し言う活動 35.1%(34人)③ 英語の本を読んでもらうこと 10.3%(10人)
学校 ④ 発表活動(スピー チなど)9.3%(9人) ⑤ ゲーム(ビンゴなど)95.9%(93人) ⑥ 劇 17.5%(l7人)
英董EPlコ演動に ⑦ 友達と英語で会話する活動(習った会話を使って友達と会話する活動) 29.9%(29人)
⑧ 友達に聞き表などを埋める活動(質問をして表を埋めたりする活動) 17.5%(17人) ⑨ その他 (英語の先生 )
関し 3.英語活動の中で,英語を話すことに自信はありますか?
て ① ある 6.2%(6人)② まあまあある 20.6%(20人)③ あまりない 43.3%(42人)④ ほとんどない 28.9%(28人)無回答1.0%(1人)
4.英語活動の中で,英語を聞くことに自信はありますか?
① ある 8.2%(8人)② まあまあある 25.8C/O(25人)③ あまりない 43.3%(42人)④ ほとんどない 19.6%(19人)無回答3.1%(3人)
5.小学校での英語活動の感想を自由に審いてください○
中 意欲期待 1.あなたは.中学校の英語が楽しみですか?
学校 ① 楽しみ18.6%(18人)② まあまあ楽しみ49.5%(48人)③ あまり楽しみではない 27.8%(27人)④ 楽しみではない1.0%=0人)
外国童≡E 2.特にどんなことを勉強したいですか?(当てはまるもの全てに丸を付けてください)
謁に ① 英語を話すこと 49.5%(48人) (参英語を聞くこと 44.3%(43人)
関し ③ 英語を書くこと 64.9%(63人) ④ 英語を読むこと 43.3%(42人)⑤その他 0%
て 3.中学校の英語について,不安に思うことがあれば自由に書いてください○
児コとニ旦 機会 3.学校以外で英語を話したり問いたりする機会はありますか(習い事など) ① ある 32.0%(31人) ② ない 66.0%(64人) 無回答2.1%(2人)
異文化 4.外国の人々や文化に興味がありますか
① 興味がある22.7%(22人)② まあまあ興味がある443%(43人)③ あまり興味がない28.9%(28人)④ 興味がない3.1%(3人)無回答1.0%(1人)
自身 5.もし,あなたのクラスに.日本語が少ししか話せない外国人の転校生がやってきたら,あなたはどうしますか?
に関 ①自分から友達になっていろいろなことを教えてあげる 43.3%(42人)
して ②一人では心配だが,友達と一緒ならいろいろなことを教えてあげる 41.20/.(40人)
③相手が話しかけてきたら,いろいろなことを教えてあげる 9.3%(9人)
したいと考えているかについて聞いたところ,小
学校の外国語活動ではほとんど触れない書くこと
に関して興味を持っていることが示された(表1)｡
(2)外国語活動の実践の参観から
山形県内の小学校では,どのようにして外国語
活動が行われているのか,また,学級担任の教師
はどのような考えを持って外国語活動に取り組ん
でいるのかを調べるため,外国語活動の実践を参
観した｡参観対象は本県の公立小学校4校で8ク
ラスである｡参観すると共に,5名の学級担任の
教師から,外国語活動についての考えや取り組み
方について聞き取り調査を行った｡
①各学校の外国語活動の授業について
参観した4校のうち,1校は乱Tが毎時間の外
国語活動を学級担任の教師とともに行っていた｡
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他の3校では,基本的に学級担任の教師のみで行
っていたが,そのうち2校は過去に英語活動の実
践経験があった｡ 残りの1校はそのような特別の
取り組みはなく､平成23年度からの新指導要領施
行に合わせて平成 22年度より外国語活動が導入
された｡表2に,聞き取り調査の項目と外国語活
動の取り組み方を併せて表した｡
参観対象に共通して言えることは,英語ノート
を主要教材として利用し,日々 の授業を行ってい
るということ,またその上で,様々な工夫を行っ
ていることである｡やはり他教科に加えて,外国
語活動でも新たに教材を開発することは時間的に
困難であるとのことだった｡しかし,時間的余裕
のない中でも,教師は,教師自らがモデルになっ
たり,活動にルールを付け加えたりといった工夫
をし,児童が外国語活動を楽しんで行うことが出
来るようにしていた｡
また,外国語活動を行うにあたっての教師の不
安や希望を聞いたところ,基本的な外国語の発音
や､児童から出た言葉を英語にする英訳力などの
面が挙げられた｡乱Tや講師に恵まれている環境
の場合は,その協力を仰ぎ,児童に還すことがで
きる｡しかし,担任教師のみの場合には限界があ
る｡参観した学校でその点をどのように対応して
いるかを見ていると,児童からの疑問は児童の自
主性に任せる教師や,教師自身の英会話力をはっ
きりと割り切り,日本語での授業を展開する教師
など,対応は様々であった｡
さらに,ALTがいる授業とそうでない授業での
学級担任の教師の立ち位置の違いに着目した｡乱T
との関わる頻度が少ない学校ほど,ALTが来た際
の授業はALT中心の活動になり,担任は児童と共
に活動するだけになりやすい傾向があった｡一方
で,ALTが頻繁に訪れる学校ほどALTとの連携が
とりやすいため,教師は教師として指示や発問を
行いながらも,児童と共に活動することができて
いる｡乱Tの雇用体制の今後の変化に関わらず,
体験的コミュニケーションを大切にする上で,ALT
との授業づくりも検討の必要がある｡
表2:各学校における外国語活動の取り組み方
②学級担任の教師から見た外国語活動での児童
の様子
学級担任の教師が共通して述べていたことと
して,児童たちはみな外国語活動を非常に楽しそ
うにやっているという点がある｡児童たちが意欲
的に取り組む姿に,教師は外国語活動を行う価値
を見出しているようである｡外国語活動では,い
つもは挙手しない児童が挙手しているなど,他教
科とは違う児童の様子が述べられていた｡この理
由としては,他教科と比べ,児童の自由度が高い
からではないかと考えている｡また,楽しそうに
やっている友達を見て,つられてやる子が出てく
るからではない かとの意見もあった｡この,つら
れてやることができるという点に関して言えば,
学級担任の教師が外国語を話そうとする様子にも
関わってくると考える｡乱Tとの関わりやメディ
アに触れる中で,学級担任の教師の話す外国語は
外国語を母語としている人のそれとは違うという
ことは児童も分かっている｡参観の中で,教師の
発音する単語を繰り返していても,児童の発音は
cDの音に近い発音をしていた｡その上で,学級担
任の教師が意識的に話そうと心掛けることは,児
童も積極的に話そうとするきっかけになる｡積極
的にコミュニケーションをとろうとする際に,発
主な担当者項目 学級担任の教師 学級担任の教師とALT(1校)外国語活動の実践経験あり(2校) 実践経験なし(1校)
主な教材 英語ノー ト 英語ノー ト 英語ノー ト又は市販教材
授業づくりの基準 ･指導書 ･指導書 弓旨尊書
･実践の経験(過去の指導案) ･各学級担任の教師との相談 ･ALT
一実践経験者の助言 ･各学級担任の教師との相談
打合せの頻度 ･学年で定期的に意見交換を行うo ･進め方がわからなかった略 ALT来校日 ･外国語活動に対する考え方を統一するo
時設定の際に話し合う○ ･ALTとは,当日の朝もしく溺愛業前に行う○
ALTがいる時間と学 ･学年で話し合い,各クラスの進度 ･同じところを担当してもらうため,学年
級担任の教師のみの時間の扱い からALT来校の際の内容を選患･ALTを活用した活動を組むo で進度合わせるo
担任教師としての ･見本をAl.Tと担任教師で行い,担任教師自らがモデルになるo
工夫 ･児童が偏りなく体験できるようノレー ルを付け加えるo
･学級担任の教師として,児童につけたい力を生かせる活動を行う○
担当者としての不安 英語の発音 語嚢力 英語の発音,基礎的な語重力 英語の発音
ALTがいる時間の担 教師の一人として児童の前に立つo ｢学習者｣側に立ち,児童の見本として児 教師の一人として児童の前に立ちつつも,児童
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音が下手だからということが足柳になることは多
い｡教師の発音が拙くても話そうとすることは,
教師が発音よりも話そうとする姿勢が大事なのだ
ということを,児童が身を持って感じる機会にな
る｡人格の完成を目指す小学校段階において,外
国語活動の学級担任の役割の根本は,この児童の
モデルとい う部分だと感じた｡
(3)自身の実践から
教職専門実習Ⅲにおいて,山形市立A小学校で
の実習を行った｡ 配属学年は5学年である｡児童
は,昨年度まで年間を通した英語活動を経験して
おり,外国語-の抵抗感は少ない｡本実習におい
ては,外国語活動の時間を4時間頂き,1単元の
外国語活動を実践した｡
① 教材
本来外国語活動では,他教科における教科書と
違い,英語ノートを使わなければならない規定は
ない｡だが,何もない所から教材を生みだすこと
は容易ではなく,更に他教科の授業づくりも行う
小学校教師にとって,外国語活動にばかり教材開
発の時間を割くことはできない現状がある｡文部
科学省は,これまでの英語活動の実態調査を受け,
教材作成,教材選択の自由による指導内容のばら
つきは,ある程度共通にすべきとし,英語ノー ト
を開発,配布した｡これは現在,多くの外国語活
動を行う教師に活用されている｡
これらの現状に合わせ,本実践における教材も
英語ノートを使用した｡単元は,当該学年の進度
に準じ,｢LESSON5 いろいろな衣装を知ろう｣で
ある｡前単元においては,｢Ilike～.｣｢Doyou
like～?｣の表現を扱っており,本単元は ｢I
don'tlike～.｣を中心に構成されている｡しか
し,英語ノー トをそのまま実践することは,児童
のレディネスと指導者の能力を考え,適切ではな
いと判断し,検討を重ねた｡特に,英語ノートに
は多くのリスニング箇所が含まれているが,リス
ニングは児童のレディネスの差がはっきり出る｡
言葉に慣れる前から劣等感を与えることは,児童
にとって得策ではない｡本実践ではリスニングは
殆ど行わず,児童自身がそれぞれ作成したコー デ
ィネートを発表することを最終的な活動に据え,
授業を行った｡また,本単元における新出単語や
新出表現は,前単元までに比べ多くなっている｡
そのため,前単元を既習事項として扱うことによ
る児童の意欲の低下を避けるため,学級担任の教
師との話し合いを重ね,配慮しながら授業を構成
した｡その上で本単元の目標は,『色々な衣服の英
語での言い方に触れ,それらを利用しながら友達
と交流することを通して,英語に親しむ』とした｡
各時間の詳しい授業内容を,英語ノートの活動例
と併せ,表3に参照する｡
②実践内容
発表活動をするかどうかに関しては,非常に迷
いがあった｡ なぜなら,アンケート調査の結果に
も表れているように,発表活動は児童にとって好
ましくない活動である傾向にあるからである｡そ
の理由としては,多くの人の前で話すこと,話し
慣れない言語を使うことなど,抵抗感を感じ易い
要素を多く含んでいる点が考えられる｡活動に対
する抵抗感がそのまま外国語活動の抵抗感-とつ
ながる可能性があることは,前節に述べた通りで
ある｡しかし本実践においては学級担任の教師と
相談し,発表活動が今年度初の活動であること,
連続で授業時間を持てることを生かし,本実践で
チャレンジさせてみてもいいのではという助言を
得て構想を立てた｡
また,単元内の新出単語の数が多いことを踏ま
え,1時間目を新出単語に親しみ,慣れるための
時間にした｡新しい単語は出てくるが,服や色な
ど,実は身近に多くあるものであることを児童が
感じ易くなるよう絵カードを使い,日本語での名
前と並行させながら導入した｡色の場合は生活経
験を通じ,英語に慣れた様子があったため,児童
の好きな色も募った｡
児童にとって本来レベルの高そうな活動も,敷
居の低いものに感じさせることによって達成でき
ることがある｡これは使い慣れない言語を使用す
ることによる,外国語活動の特長とも言える｡本
実践においても発表活動をそのように仕組むため,
活動のやり取りを段階的に変えた｡児童が発音す
ることに慣れるために,毎時間の児童の発話量を
確保することは勿論,様々なやり取りで同じ英語
表現を経験させ,発表活動-のスモールステップ
とした｡さらに,発表前のグループ練習の際には,
本番同様発表者は立って行うようにした｡これは,
本番の雰囲気を練習で確認するとい う意味がある｡
立って話すことで,練習においても本番を意識さ
せた｡クラス全員の前で立って行う本番の際の緊
張感を克服し,児童一人ひとりが達成感を味わえ
るよう工夫した｡
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表3二単元名 ｢いろいろな衣装を知ろう｣の実践内容
指導書 時 実践
目標 主な活動 目標 主な活動 指導上の留意点 (※毎時) 児童が扱 う主な英語表現(※毎時)
世界には 1)あいさつ 1 色々な衣服の言い方を知り,積極的に使おうとするo 1.あいさつ ･あいさつが定型とならないよう意識する○※1 ･Ⅰ'm fine/sleepy/hungry※1
2)自分たちの衣服や色につい 2.ウオームアップ ･チャンツで質問者と回答者に分かれる等実用に ･Doyoulike～?/DoyouhaVe～?
て話すo ｢Doyoulikeapples?｣ 近づけるo※2 Yes,Ⅰdo./No,Ⅰdon't.
様々な衣服 3)英語ノー トの絵について話 3.チャンツ ･自然に体を動かす様子を認めていくo※3 ･cap/pants/T-shirt/skirt/socks/shoes/
があること し,CDのリスニングをするo ｢DoyouhaVeacap?｣4.児童自身の好きな色に染めたワクシー トを使い,友だちの服を聞き合う ･チャンツで触れなかった衣服や色を,児童自身 shorts
を知り,その言い方を理解する○ 4)着たい衣服の会話を聞き,絵の人に着せたい服のカー ドを作る05チャンツ｢DoyouhaVeacap?｣ の着ている服等から挙げられるようにするo ･green/red/blue/yellow/orange/white/blackpink/prpl/brown
自分の意見 1)あいさつ 2 持っている 1.あいさつ ･※1, ※2, ※3会話の説明は,児童に実際にしてもらいながら ･※1
をはっきり 2)チャンツ 2.ウオームアップ ･DoyouhaVe～?Yes,Ⅰdo_/No,Ⅰdon't_
と言うこと ｢DoyouhaVeacap?｣3)前時に作成 したカー ドを並 ｢DoyouhaVeacap?｣ ･cap/pants/T-shirt/ dblu/ ll / /hit/
の大切さに気づくとと 日｣､｣ ｣べ,ペアで紹介し合 う 衣服を尋ね 3.児童自身の好きな色に染めたワ greenre eye OWOrangeW eblack/pink/purpl/brown
もに 好きな 4)英語ノー トの絵について話 合 う活動を クシー トを使い,友だちの服を聞 行うo
I衣服を買う場面で使われる表現を知 o し,CDのリスニングをする05)CDの台詞を聞き取 りペア言い合 う06服の絵カー ドを作るo 通して,交流を楽しむ○ き合う
好みをはつ 1)あいさつ 3 相手の持つ 1.あいさつ ･※1, ※2, ※3会話の説明は,日本語で要点を書いた紙を黒板 ･※1
きり言った 2)チャンツ 2.ウオームアップ ･Doyouhave～?Yes,Ido./No,Idon't.
り,相手が気 ｢DoyouhaVeacap?｣ 衣服を聞き ｢DoyouhaVeacap?｣ ･cap/pants/T-shirt/skirt/socks/shoes/
持ちよく買 3)英語ノー トの絵を見て,場面 取り,自分の 3.作成したカー ドの服を交換する4交換 て集めた服のコ-デイネト shorts
い物ができ にあった会話について話 し 服を伝える green/red/blue/yellow/orange/white/
るような声 あう○ 活動を通し に掲示し,児童が活動中迷った際,見られるよ black/pink/purple/brown
がけをしたりして,買い物を楽 むo 4)店員と客役に分かれ,欲しい衣服を集めるo て,交流を楽しむo うにするo
聞き手に買ったものがきちんと伝わるように発表するo 1)あいさつ 4 コ-デイネ 1.あいさつ ･※1, ※2, ※3CDの音声を発表例として生かすo ･※1
2)チャンツ 2.ウオームアップ ･Ihave～./Ilike～
｢DoyouhaVeacap?｣3)C のリスニングをする04 を聴き発表の仕方を確認 - トした衣服を紹介する活動を通 ｢DoyouhaVeacap?｣3.CDを聴き発表の仕方の確認する4コーディネー トした服の発表 ･cap/pants/T-shirt/skirt/socks/shoes/shortsgreen/redblue/yellow/orange/wh it /5買ったものについての発表 して,積極的に自分のこ ･紹介の要点を板書し児童の思考を補助する〇グループで練習し,教え合えるように o blackpink/prpl brown
③実践結果
最終的には児童誰もが,前に立ち,発表を成し
遂げることができた｡感想においても,｢少し難し
かったが,言えてよかった｡｣などといった,達成
感を感じる感想が多く見られた｡言えてよかった
と児童が思えるためには,児童全体の発話量の確
保と,外国語という理解しにくい言語をどれだけ
スムーズに浸透させることができるか,その方法
を教師は考え,仕組む必要がある｡本時における
前者は,取り組んだことが上手く作用し,確保で
きていたと考えられる｡後者に関しては,日本語
で提示することにより,児童の理解が深まり,ス
ムーズに活動に取り組めている様子があった｡こ
の日本語による掲示は,英語で提示するよりも,
児童の思考をうまく手助けするものとして働き,
今後の外国語活動において更なる活用が望めると
考えられる｡
人前で自分の意見を言うことや,発表すること
に苦手意識を持っ児童は少なくない｡だが,児童
一人ひとりがきちんと練習に向き合い,またそれ
を補助すべく教師側で仕組むことができれば,児
童にとってまた一つの外国語を通じた経験になる
ということがわかった｡
全体を通して気をつけた点として,児童の意欲
から出た言葉を積極的に授業の中に取り入れるよ
うにした点がある｡この点は外国語活動における
ことを糊 ヒに対する児童の意欲を高めることに
つながると考える｡例えば,英語ノートにある色
だけでなく,児童の身近にあり使いたい色を募り,
授業に取り入れた｡この時間の感想カードには｢水
色や黄緑は何と言うのか調べたい｣といった感想
も書かれていた｡こうした児童の主体的な想いの
積み重ねが,異文化-の興味や意欲を引き出すこ
とにつながると考えられる｡また,図を使い,衣
服の英名を日本語と併せて確認している場面にお
いて,紐のついた靴の図を見てスニーカーと言っ
た児童がいた｡この言葉は,児童自身の生活経験
か出た,非常に素直な反応と言える｡この時に,
靴とい う言葉で収めてしまうのではなく,その言
葉が出てきたことを奨励することが,授業に対す
る児童の意欲を高めるのではないかと考える｡同
じ図を見て違うニュアンスの名前が出ることは,
言葉の不思議を感じる機会になるとも言える｡
また,4時間目のチャンツでは,言い回しに慣
れ,飽きを感じたのか,児童から｢簡単すぎる-｣
とい う発言があった｡ ｢もっと難しいのがいい !｣
という発言もあり,クラスに問うたところ,全体
が意見に賛成していたため,衣服の部分を他の衣
服に変えた,発展的なチャンツを行った｡ 最初こ
そリズムに合わせづらい様子もあったが,数回行
うと,どの衣服を選んでも言えるまでになった｡
こうした難易度の要望に答えることも,児童の意
欲を高めることにつながると考えられる｡
3 考察
アンケート調査 実践の参観,自身による実践
を踏まえ,外国語活動における現状を次のように
考察する｡
実際に小学校現場の外国語活動を参観し,授業
を行った学級担任の教師に話を聞く中で,教師一
人ひとりの中には様々な思いがあることがわかっ
た｡取り組み方に違いはあれ,終わった時に,｢で
きなかった｣という想いよりも ｢できてよかった
な｣,｢またやりたいな｣と思える外国語活動を教
師は努力していた｡また,他教科とは違う子ども
の姿や子どもが楽しんで外国語に触れているかに
ついてもしっかりと見とっていた｡これは学級担
任の教師ならではの点である｡学級担任の特性は,
児童をよく理解していることであり,だからこそ
効果的な学習活動を行うことができると,大城 ｡
直山(2008)も述べている｡コミュニケーション能
力の素地という,総合的な能力を養うためには,
学級担任の教師の存在が不可欠だと言える｡
だからこそ,乱Tや講師に恵まれた環境でなく
ても,それを生かすことで有意義な外国語活動に
することができるのではないだろうか｡例えば,
教師のみによる授業とティーム｡ティーチングの
授業,それぞれの時間における教師の立ち位置に
着目する｡田中｡平山(1994)の対話者の条件と対
話の分類を利用すると,前者は児童に教えるとい
う立場の ｢教師…児童型｣,後者は児童と同じ目標
に向かい,モデルとなれる ｢師匠一弟子型｣にな
る｡これらの立ち位置の違いは児童の授業に対す
る意識を切り替えさせ,感触の新鮮さや元々の意
欲を保つことに繋がると考える｡
一方で,外国語活動の指導内容としては,改善
の余地があるように感じた｡本実践では,アンケ
ート結果において児童の中で楽しい活動としての
認識が薄かった発表活動を,英語ノート同様取り
入れた｡結果としては,子どもはしっかりと英語
112
での発表をやり遂げている｡学級担任の教師も,
児童が英語を使って発表するだけですごいことだ
と言っており,子どもにはそれだけの力があるこ
とは確かである｡しかしこうした英語ノートや英
語ノート指導資料をただ追うことには問題が多い
ことに留意しておかなければならない｡なぜなら,
英語ノー トは教科書ではない からである｡高橋
(2010)は英語ノートに対し,外国語活動の拠りど
ころとなることを示した上で, 言語材料の多さ,
時間配当の窮屈さを指摘し,指導資料を参考にし
ながらも,担任教師の目で判断すべきであると述
べている｡外国語活動をどのように仕組むか,敬
師の主体性が重要であると同時に,様々な方向性
が考えられる｡
また,外国語活動の授業-の体験以外の活動の
必要性を感じた｡ 新学習指導要領において,コミ
ュニケーション能力の素地は ｢外国語を通じて｣
行うよう明記されている｡しかし,"体験する"だ
けで,語 や文化-の理解,コミュニケーション
-の積極的態度,外国語の音声や表現の慣れ親し
みの三つの柱を踏まえた活動になっているかにつ
いての疑問がある｡特に,言語や文化-の理解に
関しての配慮が実践の中に含まれているか,検討
の必要を感じた.単純に語 や文化に角財も,活動
を行うことで,子どもの "理解"は得られるのだ
ろうか｡ この "理解"を得るための活動が仕組ま
れにくい現状があるように感じる｡児童に外国語
を通じた体験をさせることが前提であるが,理解
するためには,その体験を通して児童が何を感じ
たか,振り返る場面を用意する必要がある｡
活動が学習とならないことは,他教科への活用
場面の少なさにも繋がると考える｡他教科は,児
童に対して身につけさせたい指導内容が明確であ
る｡これに対し,外国語活動は児童の内面の成長
のみをねらうものであるため,学習指導要領にも
具体的な内容は示されていない｡外国語活動にも
学びがなければ,他教科での学習に活かすことは
難しいだろう｡教師が学びのある外国語活動を行
いやすくするために,思考を補助するものとして
日本語を使うことが,教師の英語力によっては大
切であると考える｡
さらに,児童によっては文字や文法も興味の対
象になる｡この事実は,体験以外の活動を仕組む
きっかけとなりうる｡アンケート調査では,児童
が中学校英語に期待する活動として非常に高い期
待度を示していたものが書くことである｡実践に
おいても,色を英語で黒板に表記した際,積極的
にワー クシートに書き写す姿があった｡感想カー
ドからは,チャンツを行った際に触れた単数形と
複数形の違いに興味を示す児童がいることがわか
った｡中学校英語の学習内容の前倒しをする必要
はないが,児童の文字や文法-の興味に応じて触
れることで,中学校以降の本格的な文字や文法-
の導入の際,抵拘盛が薄くなる可能性が考えられ
る｡
4 今後の実践に向けて
外国語活動における中･高の外国語科との一番
の違いは,児童の能力や知識の向上を重視しない
ことにあると考える｡小学校という教育体制を考
えれば,様々な教科に通じて指導が行われること
が望ましいことは,学習指導要領にも明記されて
いる通りである｡しかし,英語ノートには指導の
手がかりが多種多様に盛り込まれている分,精選
していくことが非常に難しい｡だからこそ,異文
化を体験するだけでなく,児童が考える授業づく
りをしていきたい｡また,そういった面からのア
プロー チも踏まえ,主体的に外国語活動に取り組
み続けていきたい｡
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